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Synopsis	 

This paper demonstrates a strong motion record due to the 2016 central Tottori 
earthquake with JMA (Japan Meteorological Agency) magnitude 6.6.  The record was 
originally observed by Tottori University at Takatsuji site in Yurihama town, Tottori 
prefecture.  For future analyses, brief overview of observation with original data is 
provided in this paper.	 
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1. はじめに

鳥取県中部において，2016年10月21日14時7分に，
気象庁マグニチュード6.6の地震が発生し，倉吉市役
所，湯梨浜町龍島（りゅうとう），北栄町土下（は

した）の３観測点で震度６弱（いずれも計測震度5.8）
の強い揺れを観測した（政府地震調査研究推進本部, 
2016）． 
震源域周辺では，2015年10月，12月にそれぞれマ

グニチュード4.3，4.2を最大とする群発地震活動が発
生しており（気象庁, 2015, 2016a），鳥取大学では震
源域で最大４点体制での強震観測を実施していた．

しかし，その後この地域での群発地震活動が一旦終

息したと考えられたため，湯梨浜町高辻のみを残し

て他の観測点を2016年初めに撤収した． 
2016年鳥取県中部の地震では，この湯梨浜町高辻

において本震観測記録を得ることが出来たので，こ

こにその特徴を解説するとともに，ディジタル記録

をCSV形式で付録として公開するものである． 

2. 2016年鳥取県中部の地震で得られた強震

観測記録の概要

2016年鳥取県中部の地震の，震央，想定震源断層，
震度６弱を観測した強震観測点のおよび鳥取大学が

設置した湯梨浜町高辻の観測点位置をFig.1に示す．
震源断層面としては，防災科学技術研究所が実施し

た震源断層破壊インバージョン解（防災科学技術研

究所，2016）とほぼ共通する，地殻変動に基づく暫
定解（国土地理院，2016）を用いている． 

Fig.1に示した各強震観測点の概要と得られた記録
の特性値をTable 1に示す．各観測点の地質状況は，
産業技術総合研究所（2015）による日本シームレス
地質図では，倉吉市役所（K-NET倉吉TTR005）がデ

京都大学防災研究所年報 第 60 号 B 平成 29 年 

DPRI Annuals, No. 60 B, 2017 

― 350 ―



ィサイト・流紋岩類となっているが，強震計設置位

置は流紋岩より成る山麓にあり，風化および人工改

変による影響が見られる．東郷支所（湯梨浜町龍島）

および北条支所（北栄庁土下）は完新世堆積物に覆

われており，特に東郷支所周辺は埋め立て土壌とな

っている．鳥取大学が設置した高辻サイトは珪長質

深成岩類の完新世堆積物の分布域の境にあり，周辺

低地部との比高２ｍほどの山麓側にあるものの．風

化の影響を受けている．なお，強震計設置点は個人

宅であるため，ここでは写真の掲載を行わない． 
表の地震動特性値からは，震度６弱（計測震度は

全て5.8）を観測した３地点の最大加速度（PGA）に
は５倍程度の大きな違いが見られるが，最大速度

（PGV）には25％程度の差しか見られていない．ま
た，鳥取大学の高辻サイトも震源域にあって震度５

強（計測震度5.4）の強い揺れを観測していることが
分かる．なお，強震計を設置した家屋に被害は無か

ったものの，周辺家屋では屋根瓦の落下などの被害

が生じている． 
鳥取大学高辻観測点を除くデータは既に広く公開

されており（防災科学技術研究所，2016; 気象庁，
2016b)，簡単な解析も行われている（例えば，香川
(2017)など）．ここでは，鳥取大学が独自にした湯梨
浜町高辻の記録について，その概要を紹介する． 
 

3.	 湯梨浜町高辻における強震観測記録 
 
鳥取大学が湯梨浜町高辻に設置した強震計は，(株)
東京測振製のセンサー一体型記録計CV-373Aである．
2000cm/s2までの測定が可能で，サンプリングを

100Hzとして設置した．また，GNSS信号を用いた時
刻同期が行われている． 
観測した2016年10月21日鳥取県中部の地震本震の
記録をFig. 2に示す．図中，左の波形は南北，東西，
上下各成分の観測加速度波形および成分した速度，

変位を示している．積分にあたって，0.1Hzのローパ
ス・フィルターを施し，周波数領域で実施している．

図の右には，各成分の擬似速度応答スペクトル（減

衰5％）を，絶対加速度軸および相対変位軸とともに
３軸表現している． 
同図から，特に南北成分の観測波形にふたつのパ

ルス状の波形が見られる．これには震源破壊進行の

影響が示唆され，本記録を用いることで震源インバ

ージョンの精度向上が期待される．これも南北で顕

著であるが，記録の卓越周期が0.6秒付近に見られて
いる．これよりも長周期帯域，特に木造家屋の被害

に大きく影響するとされる周期１から２秒の帯域の

応答値が小さかったことが，周辺の被害を軽微に留

めた要因であったと考えられる． 

 

Fig. 1 Location of epicenter (Cross), estimated fault plane (Rectangular), Takatsuji site (Circle), and strong motion 
sites (Triangle) where JMA seismic intensity 6 weak were observed.  

 
Table 1 Observed characteristic values and site information 
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4.	 観測記録ディジタル・データについて 
 
本報告では，鳥取大学高辻観測点におけるディジ

タル・データ（加速度値）を付録として添付してい

る．利用にあたって必要となる情報を以下に示す． 
 
[1] 観測点の位置は，Table 1に記載している．  
[2] 観測開始時刻は，2016年10月21日14時7分15.00秒

 

Fig. 2 Observed strong ground motion at Takatsuji site. 
Acceleration and integrated velocity and displacement traces of 3 components are shown in left 
panel, and pseudo velocity response spectrum with 5 % damping is plotted with absolute 
acceleration and pseudo displacement response axes in right panel. 
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である．  
[3] ファイルの１行目には，データ数（24,000個），
サンプリング周波数（100Hz）,データ単位（cm/s2）

を示している．  
[4] ファイルの２行目には，以下の各行が毎時のNS, 

EW, UD３成分の並びであることを示している．  
[5] ファイルの３行目以降には，各時間の３成分デー
タが指定個数だけ格納されている． 
	 

5.	 おわりに 
 
2016年10月21日14時7分に発生した鳥取県中部の

地震（Mj6.6）において，最大震度６弱を観測した自
治体計測震度計の他にも，鳥取大学が独自に設置し

た湯梨浜町高辻のサイトにおいて震度５強（計測震

度5.4）の記録を得た．本稿では，その記録を紹介す
るとともに，付録としてディジタル・データを提供

する．この記録を活用することにより，震源破壊過

程の更なる理解や，地域の地震災害軽減に資するこ

とに期待する． 
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付	 録 

 
４章で内容について解説した観測記録データを

CSV形式（Microsoft Excelで読み込み可能なテキスト
形式）で添付する． 
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